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雲雀　丘　よ　リ

　拝復

　田上天文皇の御爲眞有難く頂戴，早速，天丈アルバムに貼布致しました．’ド

1ムが廻縛されました所，：先般の天界の口檜と比較し，興深く拝見仕りまし

た．ド1ム設計には御苦心あった事と即興申上げます．小生の26糎も本式に設

置したいのでムV・ま1すが，場所が無く，今では其能力の50％も獲陣しておりま

せん．ムシロ毎日，太陽爲眞に使用致します丈け，11cmの：方が活躍しており

ます．乾板の不足とスペックの多いのには，閉口致し居ります．

　先生の南北半球別離の御読，非常に面白く拝讃致しました．たしかに南北宇

球を全然分けて考へる事は面白V・と存じます．木星の南北孚球の帯縞の濃度，

色調の攣化と研究を進めても，面白い結果が出るかも知れませす，これについ

ては，いつれ卿眉の御高教を得たいと存じます．

　御仰せの如く，生き戸々した太陽に封し，只，軍に今迄あり來りの相i封藪の

観測の廣に肥肉としてみるのはどうも熱が足りぬと思はれます．勿論，相甥歌

法はそのまX綴絶するとして，他に何か扱ふべき問題がありそうに恩はれ棄

す．

　無銀反射による太陽爲眞tcついて，一度天界の誌面を汚し旧く存じます．太

陽は屈折でないと爲せないと思ってみる入が，案外多いのではございませんで

せうか．反射を問題にせぬ人士にも啓蒙的意味（ア）で，詳述し度く存じます．

先日も小屈折で太陽観測をしてみる人に，11cm無銀で83xの太陽を見せまし

た所，いろ引々見えすぎて「米粒と小黒黙が混合して数へられぬ……」と驚い

てゐました．（後略）不備

　　四月1日　　　　　　　　　　 伊蓮英太郎
　　　山本一’清先生

　　　　　　　　　　　オ1ロ1うの観察者より

　謹啓
　御書簡拝護致しましてから，直に御返事を致さなければと思ぴながら，途に

逞くなりました事を深く御詫び致します．（中略）御返事を得ました事は，私

の報告と致しました事が意外に反響がありまして，過日の大毎紙上にまでも載

りまして，事の意外に大きくなった事に只々驚いて居る次第で御座います．
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　私はあの現象がオ1ロ1うであると言う事を意識しては居りませんでした．

　いつれに致しましても，今までに見た事のない光芒であり，その幽遠な，む

しろ崇敬の念さへも感じました．壮嚴なものでありました．

　そして，太陽の光線，或ぴはあらゆる人工光線の，動的なのに封して，あく

まで灘的なものでした．三條の光芒の，上のものは40度位の高さでした．然

し，オ1ロラの光芒は縦線がほとんど之を占めて居ると聞いて居りますが，果

してそれが眞實と致しますと，少し怪しいものになって來ます．

　私も天文と言う事にはほとんど知識を欠いて居りますので，専門的な事はわ

からないのです．

　只，私の兄夫婦が，學校の教師を致して居りますので，何かにつけ文字と言

ふものに近づき易く，それで，色kの書籍も見聞致して居るわけで御座いま

す．之を機會に貴會に入倉して，天文學の初歩なりとも會得したいとは思って

居ります．（中略）

　よく晴れた夜襲を眺めて，其の幽遠無限を考える時，しばし此の懸鼻に刻み

込まれた暗い影も滑えてなくなります．宇宙の無限大を思ぴ，我がこの地上を

見ます馬あまりにもあくせくと，はしない時の流の一つの小さな泡の如き存

在であり，そして忽然として現れ，忽然として濡ゆる無数の泡沫，之が各自の

生命かと思ふと，一種のはかなさを感じます．然しながら此の肚會に生存して

居る以上，働かなければなりません．肚會はあらゆる悲喜劇を生んで居ります．

入間の生存を拒む事があります．拒まれる其の人が弱いのかも知れません．肚

倉はそんな入に却って，彊い試練を與えて居るのかも知れません．然し，こう

した苦境を切抜ける人は幾人でしよう．私もこの試練の前に立ち，如何にして

通り抜くべきかを考えて居ります．あてのない前途を考えて居ります．

　　五。プL　　　　　　　　　　　　　　　　　富山縣三日市　　　　栃　爆　清　＝欠　郎

　　　　　　　　　　　　　編輯蜜より

　少し早いけれど，來年の北海道の日蝕の解論文と其の地固を載せることにし

た．多くの全員の待望のものであると信ずるからである．時局は，大東亜の戦

争・となって了って，漱米辞職と我が國との交通は全く絶えた．我k天：文關係者

に，1943年以後の天文暦が，今だに手に入らなV・．從って，村上翁が計算され

、た此の日蝕圖は，時局下，非常に大切なものであること，言ふまでもない．今

から，此等の地平をたよりにして，北海道の地勢を研究して貰びたい．△田上

天：文墓も落成した．純H本式の外観を呈する建築にて，回韓するド1ムは，古

今東丙に無比のものである．來る五月24日の丁丁に，奮って参會されたい．

只，ぴたすらに，其の目の天氣の良からんことを希望する．．（編輯子）


